


















【方法】感作用ビーズ Dynabeads® M-280 Sheep anti-
Rabbit IgG （Dynal社） 250 µ lをマイクロチューブ
（1.5 ml容）にとり，PBS/BSAでビーズを洗浄して上
清を除去した。これに，赤痢菌免疫血清（デンカ生
研）のソンネ赤痢菌Ⅰ相を 100, 50, 20, 10, 2, 1 µ l分取





（108～ 100個 /ml）を調製した。各ビーズ 20 µ lにこ
の菌液 1 mlを加え，常法により 100 µ lに濃縮した後，




ろ，血清量 100, 50, 20, 10，5 µ lを感作させたビーズで
は血清量との相関はなく，どのビーズでも 101個 /ml
まで検出可能であった。しかし，血清量 2 µ lおよび
1 µ lを感作させたビーズでは集菌能力が低下し，103
個 /ml以上しか検出できなかった。このことから，ソ
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